
        　　　　　　　
　「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」を進め
るために、地域の皆さんやボランティア、保健、福祉、
医療、教育等の関係機関などが協力しながらともに考え、
実行していく、民間の団体です。社会福祉協議会は
通称「社協（しゃきょう）」と言われています。

　佐野市社会福祉協議会では、福祉分野を中心に「ボランティアを始めたい」「ボランティアの情報を知りたい」
など、ボランティアに関するご相談の受付や、各種講座・研修会などを行っています。
　相談・お問い合わせは、佐野本所のほか、各支所でも
受け付けております。お気軽にご相談ください。

社会福祉協議会とは
２～３ページ・・・・・・平成31年度事業計画・予算
　　４ページ・・・・・・寄付・会費報告、佐野市社会福祉大会表彰者報告
５～７ページ・・・・・・福祉作文最優秀作品（全文）
　　８ページ・・・・・・第3次佐野市地域福祉活動計画、若宮サロン、福祉車両
　　９ページ・・・・・・赤い羽根共同募金運動実績報告、ファミサポ会員募集
　１０ページ・・・・・・元気あっぷ教室、福祉センター行事予定、巡回バス運行情報
　１１ページ・・・・・・心配ごと相談・法人後見・生活困窮者自立相談支援事業
　１２ページ・・・・・・各種事業参加者募集、職員採用試験のご案内

～　　　も　　　く　　　じ　　　～

佐野市社会福祉協議会

ボランティア
活動したい方

ボランティア
を頼みたい方

情報の提供・紹介

相談 相談
活
動
の
つ
な
が
り

　ボランティア活動を始める前には、活動中の
さまざまな事故によるケガや損害賠償責任を
補償する、ボランティア保険に加入しましょう。

　天災タイプは、基本タイプの補償に加え、地震・
噴火・津波によるケガも補償します。

　詳しい内容については、佐野市社会福祉協議会
(佐野本所・田沼支所・葛生支所)までお問い合わ
せください。

＊補償期間：申込み日の翌日から年度末(3月31日まで)

基本タイプ
天災タイプ

年間保険料
Aプラン
350円
500円

Bプラン
510円
710円

平成31（2019）年度ボランティア
活動保険をご利用ください

音訳ボランティア活動

福祉施設でのピエロマジックショー

高校生による募金活動

福祉施設での演劇

点字勉強会

活動内容
について
ご案内します

Sano Shakyo
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57 2019.5.1 編集発行/社会福祉法人  佐野市社会福祉協議会
佐野市大橋町3212-27 ☎（22）8100 FAX（22）8199

さの社協だより 検索<ホームページ>https://www.sanoshakyo.or.jp/ <Eメール>sano-wel@sanoshakyo.or.jp

活動を
始める前に！！

Sano Shakyo
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。
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１.ボランティア活動の促進
　学校や地域との連携を深めながら、次代を担う子どもの福祉に対する理解と関心を深めるとともに、ボランティアの
育成及び活動の活性化を図るため、身近な窓口として佐野本所、田沼支所、葛生支所に相談や支援の拠点を置き、地
域に密着したボランティアのコーディネート及び人材の育成やリーダーの養成を行います。
　また、災害時に佐野市災害ボランティアセンターを円滑に設置運営するため、日頃から体制整備や関係団体との連
携を図るとともに、災害ボランティアを育成し、災害時に迅速に対応できるよう備えます。
２.生活支援の充実
　市社会福祉協議会が運営している施設において、市民の日常生活上の多様な相談に応じ、安心した生活が送れるよ
う支援するとともに、弁護士相談を毎月実施し、法律に関する相談に応じます。
　また、判断能力に不安のある高齢者や障がい者に対し、日常生活での自立支援を行なうとともに、意思決定が困難な
方の権利を擁護するため、市社会福祉協議会が後見人等となり地域で安心して暮らせるよう支援します。　
３.地域共生による福祉活動の推進
　地域住民や地域の多様な主体が「支え手」「受け手」という関係を超えて、「丸ごと」つながり、お互いに支え合いな
がら安心して暮らすことのできる「地域共生社会」を実現するため、正職員全員が地区社会福祉協議会を分担し会議
や行事に参加協力する「地区社協支援職員制度」を創設し、地区社会福祉協議会の活動を積極的に支援するとともに
地域の福祉課題や生活課題を地域全体で共有し、課題解決に向けた住民主体の取り組みを推進します。
　住民主体である地区社会福祉協議会の地域福祉活動を推進するため、活動拠点の整備を進めるとともに生活支援
体制整備事業における地域の話し合いの場として第２層協議体の設置に向けた取り組みを展開します。
　また、市内の社会福祉法人と連携を図り、協働しながら「地域共生社会」を実現するため、地域での全世代・全対象型
の包括的な支援体制を構築します。
４.地域福祉推進に向けた基盤の強化
　社会福祉法人に求められる経営組織と財務規律の強化、事業運営の透明性の確保を目指し、関係団体や行政機関
等との連携を図り、地域福祉を推進する中核団体として総合的な体制の強化を進めます。
　また、第３次佐野市地域福祉活動計画の進行管理と事務事業の評価を実施し、事業運営の透明性を確保し事務事
業を効率的かつ効果的に展開するとともに、職員研修を充実させ、地域からの多様な相談や課題解決に対応できる人
材の育成を行ないます。

重  

点  

目  

標

2 快適により安全で安心して暮らせるまちづくり　～安全で安心な生活づくり～

1 健やかで元気に暮らせるまちづくり～地域福祉を支える人づくりと地域福祉活動の支援～

3 市民参加による自立したまちづくり　～地域共生による地域福祉の基盤づくり～

4 市社会福祉協議会の体制づくり

１ 地域福祉推進に向けた基盤の強化
（１）運営体制の強化
　○ 法人の運営
　○ 緊急対策事業
　○ 総合福祉センター管理運営事業
　◯ 葛生あくと保健センター施設管理事業
（２）活動計画の推進・評価機関の設置・運営
（３）財源の確保

●事業計画●事業計画・予算平成31年度
佐野市社会福祉協議会

１ 福祉意識の向上
（１） 福祉共育の推進
　○ 福祉教育事業　　　○ 福祉作文募集事業
　○ 地域福祉啓発事業　○ 佐野市ふれあいフェスティバル開催
（２）共同募金運動の推進
　○ 共同募金運動　　　○ 歳末たすけあい運動
　○ 共同募金A配分事業

２ ボランティア活動の促進
（１）ボランティア活動の促進・育成
　○ ボランティアセンター事業　　○ 災害ボランティアの育成
（２）奉仕員養成研修事業
　○ 手話・点字・要約筆記講習会の開催

３ 地域福祉活動の支援
（１）福祉団体活動の支援
　○ 地域福祉活動助成事業　　○ 社協バス管理運営事業
（２）高齢者・介護者の支援
　○ 家族介護者交流事業　○ 葛生あくと高齢者生きがい工房
　○ 佐野市高齢者生きがい活動支援通所事業
　◯ 佐野市在宅介護家族の会事務
（３）障がい者の支援
　○ 心身障がい児・者交流事業
（４）子育て支援
　○ ファミリー・サポート・センター事業　　                     

１ 生活支援の充実
（１）相談支援の充実
　○ 生活困窮者自立相談支援事業　○ 心配ごと相談事業
（２）生活支援サービスの提供
　○ 日常生活自立支援事業　　○ 法人後見事業
　○ 生活福祉資金貸付事業　　○ 小口貸付資金事業
　○ 行路人支援事業　　　　　○ 福祉用具等貸出事業

２ 福祉サービスの提供
（１）高齢者福祉サービスの提供
　　○ 居宅介護支援事業　　　○ 介護予防支援事業
　　○ 訪問介護事業　　　　　○ 通所介護事業

　○ 茂呂山老人福祉センター管理運営事業
　○ 田之入老人福祉センター管理運営事業
　○ 田沼老人福祉センター管理運営事業
　○ 遠原の里福祉センター管理運営事業
　○ 葛生あくと福祉センター管理運営事業
（２）障がい者福祉サービスの提供
　○ 障がい者居宅介護事業
（３）児童福祉サービスの提供
　○ 児童発達支援事業　　　○ 障がい児相談支援事業

１ 地域共生による福祉活動の推進
（１）地区社会福祉協議会活動への支援
　○ 地区社会福祉協議会活動支援事業
　○ 地域福祉活動拠点整備事業
（２）ひとり暮らし高齢者等への見守りの充実 
（３）公益的な取り組みの推進
　○ 社会福祉法人連携協働事業

２ 地域包括ケアシステムの構築
（１）地域ネットワークづくりの推進 
　○ 地域包括支援センター運営事業
　○ 生活支援体制整備事業

３ 情報の提供
（１）情報提供の充実
　○ さの社協だよりの発行・ホームページの更新 

※「共育」(きょういく)…教育・指導を行う側と受ける側が共に学び
成長すること。また、多様な立場の人や組織が連携して教育を
担うことなどを意味する造語。
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サービス区分 本年度予算額

社
会
福
祉
事
業

収益
事業

公益
事業

事業
区分

●資金収支予算●

▶支出 （単位：千円）

支　出　合　計

336,976
1,410
2,268
10,207
15,677
946

10,206
21,480
4,373
1,992
7,952
4,487
19,597
168,399
28,441
3,291

123,885
35,447
82,664
21,802
296,500
1,198,000

法人運営事業
小口貸付資金事業
生活福祉資金貸付事業
日常生活自立支援事業
生活困窮者自立相談支援事業
法人後見事業
生活支援体制整備事業
地域福祉推進事業
調査・広報・啓発事業
ボランティア活動推進事業
共同募金配分金事業
高齢者生きがい活動支援通所事業
福祉サービス運営事業
介護保険事業
児童福祉事業
障がい福祉サービス事業
老人福祉センター管理経営事業
高齢者福祉センター管理経営事業
地域包括支援センター運営事業

売店事業
当期末支払資金残高

▶収入 （単位：千円）
勘　定　科　目 本年度予算額

収　入　合　計

会費収入
寄付金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
介護保険事業収入
障がい福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入
施設整備等補助金収入
基本積立資金取崩収入
積立資産取崩収入
事業区分間繰入金収入
拠点区分間繰入金収入
サービス区分間繰入金収入

事
業
活
動
収
入

そ
の
他
の
活
動
収
入

収　入　合　計
前期末支払資金残高

事
業
収
入

サービス区分間
繰入金収入

事業区分間
拠点区分間

積立資産
取崩収入

基本積立資金
取崩収入

障がい福祉サービス等事業収入

介護保険事業収入

収入  １,１９８,０００千円

支出  １,１９８,０００千円

法人運営事業

売店事業

老人福祉センター
管理経営事業

高齢者
福祉センター
管理経営事業

介護保険事業

社会福祉事業
63%

収益事業

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

障がい福祉
サービス事業

児
童
福
祉
事
業

公益事業 
10%

2%

当期末支払資金残高
25%

29%

施
設
設
備
等
収
入

11,356 
2,100 

170,544 
237,154 
1,000 
28,272 
186,631 
28,625 
598 
301 
1,000 

100,000 
47,100 
7,459 
5,412 
27,313 
343,135 
1,198,000 

会費収入 寄付金収入

経常経費補助金収入

受託金収入

貸
付
事
業
収
入

受取利息配当金収入その他の収入
施設整備等補助金収入

前期末支払資金残高

公益事業

社会福祉事業
60%

9%

収益事業
2%

小口貸付資金事業
生活福祉資金貸付事業
日常生活自立支援事業
生活困窮者自立相談支援事業
法人後見事業
生活支援体制整備事業

地域福祉推進事業
調査・広報・啓発事業
ボランティア活動推進事業
共同募金配分金事業
高齢者生きがい活動支援通所事業
福祉サービス運営事業
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ご寄付ありがとうございました

※１月１日～３月３１日までに寄付された方々です。なお、掲載を希望されない方については、掲載しておりません。

●篠崎建設㈱築幸会 64,849円
●㈱ベルク佐野田沼店 お客様一同 30,571円
●中井龍尊 56,789円
●種徳院梅花講一同 20,000円
●金子テル子   10,000円

●ライブガーデン佐野スロット店 ・お菓子 ダンボール７箱
●Ｂ.Ｂステーション田沼店 ・お菓子ダンボール５箱
●栃木県シルバー大学校佐野同窓会 ・タオル260本
●カーブス佐野堀米  ・食料品ダンボール１５箱
●葛生農場㈱ ・いちご60パック
●匿名 ・フラワーマスコット113個
●（一社）生命保険協会栃木県協会 ・軽自動車１台
●佐野市立葛生小学校 ・車いす1台
●佐野市立城北小学校 ・車いす1台
●PSブランド佐野店 ・お菓子 ダンボール３箱
●（公社）佐野法人会女性部会 ・タオル77本

寄付金（敬称略）

寄付物品（敬称略）

平成３０年度佐野市社会福祉協議会会員募集

（一社）生命保険協会栃木県協会様からの寄付の様子

●原町9・18班女性部    2,000円
●松島達夫 270,000円
●ザ・チューリップ・シアター    5,000円
●匿名   10,000円
●㈱ホンダベルノ新栃木 115,200円

阿部設計事務所特別会員（敬称略）
平成３１年１月８日以降に特別会員（5,000円以上）にご入会されました法人・福祉施設や
団体等の皆様のお名前を掲載しております。（なお、掲載を希望されない場合もあります。）

総額 11,371,600円
（平成3１年3月14日現在）

～ご協力ありがとうございました。～
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学
生
の
部

　
　
　

田
沼
東
中
３
年　

中
澤　

亮
太

▼
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
推
進
功
労
者

　
　

両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

　
　

関
東
西
濃
運
輸　

労
働
組
合

����������　
　
　

��������������

佐
野
支
部

　

ま
た
、
２
月
１
日
（
金
）
に
は
平
成
30

年
度
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰
式
を

佐
野
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
永
年
心
配
ご
と
相
談
員

　
　

小
磯　

英
夫　

江
田　

智
子

　
　

谷　
　

和
文　

齋
藤　

孝
之

▼
地
域
福
祉
活
動
推
進
功
労
団
体

　
　

佐
野
市
視
覚
障
が
い
者
鳩
の
会

　
　

佐
野
点
訳
サ
ー
ク
ル
こ
ば
と
会

　
　
佐
野
市
点
字
サ
ー
ク
ル
ひ
か
り
の
会

　
　

新
佐
野
市
未
来
研
究
会

�

（
順
不
同
、
敬
称
略
）佐野市社会福祉大会の様子
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ぼ
く
に
で
き
る
こ
と

�

旗
川
小　

２
年　

大お
お
あ
し芦　

響ひ
び
き輝

ぼ
く
は
、「
ふ
く
し
」
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
が

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
は
じ
め
て
聞
く
こ
と

ば
で
し
た
。
な
の
で
、
お
母
さ
ん
に
聞
い
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
、「
く
わ
し
い
人
に
教
え

て
も
ら
お
う
。」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
う
つ
の
み

や
し
の
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
ヘ
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
に
行
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
人
に
い
ろ
い
ろ
と
し
つ
も
ん
を
し
て
み
ま
し

た
。
ま
ず
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
こ
と
ば
に

つ
い
て
、
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

「�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
こ
ま
っ
て
い
る
人
を
た

す
け
る
お
手
つ
だ
い
を
す
る
ん
だ
よ
。」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
ふ
く
し
」に
つ
い
て
も
、

「�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
同
じ
で
、
み
ん
な
が
し
あ
わ

せ
に
な
れ
る
活
ど
う
を
し
て
い
る
ん
だ
よ
。」

と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
だ
ぼ
く
に
は
、
少
し
む
ず
か

し
い
お
話
で
し
た
。
す
る
と
、

「�

近
く
に
車
い
す
の
人
や
、
目
が
見
え
な
い
人
が

い
て
も
、
ど
ん
な
と
き
に
こ
ま
っ
て
い
る
か
わ

か
ら
な
い
よ
ね
。
そ
ん
な
と
き
に
大
切
な
こ
と

は
、
声
を
か
け
て
あ
げ
る
ゆ
う
気
な
ん
だ
よ
。」

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
も

し
、
車
い
す
の
人
や
目
が
見
え
な
い
人
を
見
か
け
て

も
、
ぼ
く
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
ず
、
こ

わ
く
て
声
を
か
け
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
け

れ
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、「
あ

い
さ
つ
は
し
よ
う
。」
と
つ
よ
く
思
い
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
、
べ
ん
き
ょ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
ぼ
く
の
学
校
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
て
い
ま
す
。
ぼ
く
も
、
な
ん
度
か

持
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
を
や
く
八
百
こ
集
め
る
と
、
一
人
分
の

ワ
ク
チ
ン
に
な
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
ま
ず
し
い

国
の
子
ど
も
の
い
の
ち
を
す
く
う
こ
と
が
で
き
る
そ

う
で
す
。
ほ
か
に
も
、
つ
か
い
お
わ
っ
た
切
手
を
集

め
る
と
、
そ
の
お
金
が
い
り
ょ
う
に
や
く
立
つ
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
お
う
ち
で
も

で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

ぼ
く
一
人
の
力
で
は
、
小
さ
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
み
ん
な
で
き
ょ
う
力
す
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
が
つ
く
れ
て
、
こ
ま
っ
て
い
る
人

を
た
す
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぼ
く
が
知
ら
な
い

だ
け
で
、
こ
ま
っ
て
い
る
人
を
た
す
け
る
ほ
う
ほ
う

は
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
べ
ん
き

ょ
う
を
し
て
、
見
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

ふ
く
し
プ
ラ
ザ
に
行
っ
て
、「
ふ
く
し
」
に
つ
い

て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て

も
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
ぼ
く
に
は
、
心
に
つ

よ
く
の
こ
っ
た
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
に
、

「�

ま
ず
は
、
み
ぢ
か
な
人
が
こ
ま
っ
て
い
た
ら
、

た
す
け
て
あ
げ
よ
う
。」

と
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
ぼ
く
に
は
、
妹
と
弟
が

い
ま
す
。
今
よ
り
も
少
し
や
さ
し
く
し
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
家
族
か

ら
。
そ
し
て
少
し

ず
つ
た
く
さ
ん
の

人
を
た
す
け
ら
れ

る
人
に
な
り
た
い

で
す
。

助
け
合
う
大
切
さ

栃
本
小　

４
年　

渡わ
た
な
べ邉　

敬け
い
す
け介

「
目
を
つ
ぶ
っ
て
歩
い
て
ご
ら
ん
。」

ぼ
く
は
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
た
。
い
す
に
、
つ
く

え
に
ぶ
つ
か
る
。
ぶ
つ
か
り
た
く
な
い
か
ら
、
手
を

横
に
ふ
り
な
が
ら
、
物
に
さ
わ
る
。
い
す
の
せ
も
た

れ
に
さ
わ
る
。
少
し
こ
わ
い
。
何
か
に
さ
わ
っ
た
。

「
そ
れ
、
ゴ
ミ
箱
だ
よ
。」

え
っ
、
き
た
な
い
と
、
思
わ
ず
目
を
開
け
る
。
目

が
見
え
な
い
と
、
い
つ
も
ふ
つ
う
の
歩
く
こ
と
さ
え

む
ず
か
し
い
。

点
字
を
勉
強
す
る
会
の
太
田
さ
ん
の
家
を
た
ず
ね

た
と
き
の
こ
と
だ
。
太
田
さ
ん
は
、
月
二
回
、
目
の

見
え
な
い
人
と
ふ
れ
合
う
こ
と
を
し
て
い
る
。
点
字

の
読
み
方
も
教
え
る
け
ど
、
世
間
話
や
こ
ま
っ
た
こ

と
な
ど
を
話
し
合
う
こ
と
の
方
が
多
い
そ
う
だ
。
今

平
成
30
年
度
児
童
・
生
徒

福
祉
作
文
最
優
秀
作
品

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
の
９
３
９
作
品
に

の
ぼ
る
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。                 

（
敬
称
略
）

小
学
校 
１
・ 
２
年
生
の
部

小
学
校 

３
・ 

４
年
生
の
部
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来
て
い
る
人
は
、
と
中
か
ら
病
気
で
目
が
見
え
な
く

な
っ
た
人
だ
。
太
田
さ
ん
が
言
う
に
は
、
目
が
見
え

な
く
な
る
こ
と
は
、
死
に
た
い
と
思
う
く
ら
い
だ
そ

う
だ
。
し
か
し
、
死
に
た
く
て
も
、
目
が
見
え
な
い

か
ら
、
道
具
と
か
見
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
死
ね
な
い

と
話
す
人
も
い
た
そ
う
だ
。
目
が
見
え
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
は
、
本
や
テ
レ
ビ
も
見
え
な
い
。
何
を
す

る
に
も
ふ
べ
ん
だ
し
、
家
族
の
顔
も
分
か
ら
な
い
。

ぼ
く
は
、
今
ま
で
見
え
た
物
が
見
え
な
い
っ
て
、
急

に
は
、
そ
う
ぞ
う
で
き
な
い
。
悲
し
い
し
、
こ
わ
い

と
思
う
。
目
を
つ
ぶ
っ
て
歩
い
た
け
れ
ど
、
目
を
開

け
れ
ば
ぼ
く
は
見
え
る
。

「�

会
を
開
く
の
は
、
家
の
中
に
、
ず
っ
と
こ
も
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
な
の
。」

と
太
田
さ
ん
は
言
っ
た
。

「
人
に
会
え
ば
、
少
し
気
が
ま
ぎ
れ
る
で
し
ょ
。」

そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
ぼ
く
も
、
悲
し
い
と
き
に
、

お
兄
ち
ゃ
ん
と
話
す
と
、
元
気
に
な
っ
て
く
る
。
目

が
見
え
な
い
人
の
悲
し
さ
は
、
こ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な

い
と
思
う
け
ど
、
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
太
田
さ
ん

た
ち
は
、
点
字
で
文
章
を
作
っ
た
り
点
字
を
教
え
た

り
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
ん
な
こ
と
も
し
て
い
る
ん

だ
と
思
っ
た
。

「�

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
は
、
か
わ
い
そ
う
じ
ゃ

な
い
の
。
目
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
人
な

の
。
足
が
な
い
な
ら
、足
が
な
い
だ
け
。
同
じ
人
。」

ぼ
く
は
太
田
さ
ん
の
会
に
行
っ
た
。
大
人
が
十
人

ほ
ど
い
て
、
お
茶
を
飲
ん
で
い
た
。

「
ど
の
人
が
、
目
の
悪
い
人
で
し
ょ
う
。」

ぼ
く
は
、
分
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
ま
っ
て
い
る
ぼ
く

を
み
ん
な
が
笑
っ
た
。
そ
の
中
の
五
人
が
目
の
悪
い

人
だ
っ
た
。
点
字
を
打
た
せ
て
く
れ
た
り
、
点
字
の

教
科
書
を
見
せ
て
く
れ
た
り
し
た
。
や
さ
し
か
っ
た
。

今
ま
で
、
ぼ
く
は
、
し
ょ
う
が
い
が
あ
る
の
は
、

か
わ
い
そ
う
と
だ
け
思
っ
て
い
た
。
今
回
、
お
会
い

し
て
、
ふ
通
の
大
人
と
同
じ
で
、
話
し
や
す
か
っ
た
。

ち
が
う
の
は
コ
ッ
プ
を
置
く
時
に
、
そ
の
人
の
前
で

も
「
右
上
」
と
か
「
左
の
手
前
」
な
ど
と
場
所
を
表

す
言
葉
を
入
れ
て
話
す
こ
と
だ
け
。

ぼ
く
が
思
う
よ
り
、
身
近
に
し
ょ
う
が
い
の
あ
る

人
が
い
る
。
ぼ
く
た
ち
子
ど
も
も
大
人
も
、
し
ょ

う
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
助
け

合
う
こ
と
が
大
切

な
ん
だ
。
声
を
か

け
合
っ
て
話
し
て
、

笑
顔
が
見
ら
れ
た

ら
い
い
な
と
思
う
。

足
の
器
具
は
か
わ
い
そ
う
？

城
北
小　

６
年　

小こ
じ
ま島　

月つ
き
の野

足
に
何
か
を
付
け
て
い
る
？
私
は
初
め
て
彼
女
に

会
っ
た
時
、
そ
の
足
の
器
具
か
ら
目
が
は
な
せ
な
か

っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
彼
女
と
一
緒
に

活
動
が
で
き
る
の
か
心
配
に
も
な
っ
て
き
た
。
そ
の

子
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
班
（
全
学
年
を
た
て
割
り
に
し

た
班
）
の
一
人
だ
っ
た
の
だ
。

ま
ず
は
自
己
紹
介
だ
。
彼
女
は
初
め
て
の
顔
合
わ

せ
に
不
安
な
の
か
、
あ
ま
り
落
ち
つ
か
な
い
様
子
だ

っ
た
が
、
彼
女
の
番
に
な
る
と
、
と
て
も
大
き
な
声

で
名
前
を
告
げ
た
。
あ
れ
？
意
外
と
元
気
な
子
な
ん

だ
な
ぁ
と
最
初
に
感
じ
た
心
配
が
少
し
和
ら
い
だ
。

次
に
第
一
回
目
の
活
動
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

私
は
班
長
と
し
て
司
会
・
進
行
を
し
な
が
ら
も
、
彼

女
の
足
の
器
具
を
何
度
も
見
つ
め
、
何
の
活
動
な
ら

で
き
る
の
か
悩
ん
だ
。
足
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
、

座
っ
て
や
る
も
の
な
ら
彼
女
も
で
き
る
よ
う
に
思
え

た
が
、
第
一
回
目
の
活
動
は
校
庭
と
事
前
に
決
め
ら

れ
て
い
た
た
め
、
ど
れ
も
適
さ
な
い
よ
う
に
思
え
た
。

班
で
話
し
合
う
中
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
が
出
た
。
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
な
ん
て
彼
女
に
で
き
る
の
か
、
上
手
に
逃

げ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
心
配
し
た
が
、
彼

女
自
身
も
そ
れ
に
賛
成
し
た
の
だ
。
結
局
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
に
決
定
し
た
。

い
よ
い
よ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
日
。
私
の
心
配
を
よ

そ
に
、
彼
女
は
足
の
器
具
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
楽

し
そ
う
に
逃
げ
た
り
、
外
野
に
な
っ
て
も
上
手
に
投

げ
た
り
し
た
。
私
と
何
一
つ
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ

し
て
、
ゲ
ー
ム
の
中
で
何
度
と
な
く
彼
女
の
笑
顔
を

見
た
時
、
私
は
心
配
が
な
く
な
っ
た
ば
か
り
か
、
む

し
ろ
自
分
が
彼
女
を
か
わ
い
そ
う
だ
と
特
別
あ
つ
か

い
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。

か
わ
い
そ
う
、
同
情
、
気
の
毒
な
ど
、
相
手
を
思

う
気
持
ち
の
表
現
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
れ
も
自
分

が
上
に
立
っ
て
、
相
手
を
下
に
み
て
い
る
言
葉
の
よ

う
に
思
う
。
か
わ
い
そ
う
と
い
う
気
持
ち
は
思
い
や

り
と
は
違
う
。
思
い
や
り
と
は
、
そ
の
子
の
立
場
に

な
っ
て
気
持
ち
を
理
解
す
る
も
の
だ
が
、
私
は
器
具

ば
か
り
に
目
が
い
き
、
き
っ
と
器
具
が
あ
る
か
ら
不

便
な
ん
だ
、
大
変
な
ん
だ
と
勝
手
に
思
い
こ
ん
で
い

た
。
彼
女
に
と
っ
て
は
不
便
な
の
で
は
な
く
、
器

具
が
あ
る
か
ら
こ
そ
自
由
に
動
き
回
れ
る
、
む
し

ろ
、
便
利
な
物
で
あ
ろ
う
。
彼
女
の
立
場
に
な
っ
て

小
学
校 

５
・ 

６
年
生
の
部
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考
え
た
時
に
初
め
て
そ
れ
に
気
付
い
た
。
そ
し
て
特
別

あ
つ
か
い
さ
れ
た
く
な
い
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

も
。
フ
レ
ン
ド
リ
ー
班
に
は
彼
女
よ
り
も
小
さ
い
一
年

生
も
い
る
。
彼
女
だ
け
で
な
く
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
楽

し
め
る
活
動
を
考
え
れ
ば
い
い
だ
け
だ
っ
た
の
だ
。

最
近
、
階
段
で
彼
女
に
会
っ
た
。
階
段
の
手
す
り

を
使
っ
て
一
段
一
段
降
り
て
き
た
。
そ
ば
で
先
生
が

「
が
ん
ば
れ
。」
と
応
援
し

て
い
た
。
以
前
の
私
な
ら

「
抱
っ
こ
で
下
ろ
し
て
あ

げ
れ
ば
い
い
の
に
。」
と
思

っ
た
だ
ろ
う
。
で
も
今
は

違
う
。
一
緒
に
な
っ
て
心

の
中
で
応
援
し
た
。
下
り

て
き
た
彼
女
は
と
て
も
満

足
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
。

二
つ
の
「
当
た
り
前
」

田
沼
東
中　

３
年　

中な
か
ざ
わ澤　

亮り
ょ
う
た太

僕
は
今
ま
で
何
の
不
自
由
も
な
く
生
活
し
て
き

ま
し
た
。
今
の
生
活
が
「
当
た
り
前
」
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
歩
く
こ
と
、
食
べ
る
こ
と
、
話
す

こ
と
な
ど
の
動
作
も
、
特
に
意
識
し
て
行
う
よ
う

な
こ
と
は
な
く
、
自
分
が
普
通
に
行
っ
て
い
る
こ

と
を
「
当
た
り
前
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、「
当
た
り
前
」
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

僕
が
小
学
六
年
生
の
と
き
、
祖
父
が
入
院
し
て

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
祖
父
は
、
食
べ
る
こ
と

や
体
を
動
か
す
こ
と
な
ど
、
一
つ
一
つ
が
と
て
も

大
変
そ
う
で
し
た
。
僕
は
、
初
め
は
「
な
ぜ
で
き

な
い
の
だ
ろ
う
」
と
少
し
疑
問
に
感
じ
ま
し
た
が
、

そ
の
と
き
の
祖
父
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
「
当
た

り
前
」
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
す
こ
し
前
の

祖
父
に
と
っ
て
の
「
当
た
り
前
」
と
も
違
っ
て
い
て
、

そ
の
変
化
に
祖
父
が
戸
惑
っ
て
い
る
こ
と
に
も
気

づ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
僕
は
「
当
た
り
前
」
に
つ
い
て
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
周
り
を
見
渡
し
て
み
る

と
、
あ
ち
こ
ち
に
人
そ
れ
ぞ
れ
の
「
当
た
り
前
」

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
階
段

で
す
。
僕
は
何
の
苦
労
も
な
く
階
段
を
上
が
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
高
齢
者
や
妊
婦
さ
ん
は
、
辛

い
、
大
変
だ
、
と
感
じ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、信
号
機
も
そ
う
で
す
。
僕
は
自
分
の
目
で
見
て
、

信
号
が
赤
に
な
っ
た
ら
止
ま
る
し
、
青
に
な
っ
た

ら
進
み
ま
す
。
こ
れ
が
僕
の
「
当
た
り
前
」
で
す
。

し
か
し
、
目
が
不
自
由
な
人
に
は
そ
れ
が
で
き
ま

せ
ん
。
誘
導
音
に
よ
っ
て
判
断
し
た
り
、
盲
導
犬

に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
赤
や
青
を
知
り
ま

す
。
そ
れ
が
視
覚
障
が
い
者
の
「
当
た
り
前
」
で
す
。

こ
う
し
た
「
当
た
り
前
」
の
違
い
が
あ
ふ
れ
る

中
で
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
け
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

一
つ
は
、
他
の
人
の
「
当
た
り
前
」
を
理
解
す

る
こ
と
で
す
。「
高
齢
者
だ
っ
た
ら
こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
だ
ろ
う
」「
妊
婦
さ
ん
は
ど
う
だ
ろ
う
」

「
小
さ
な
子
ど
も
だ
っ
た
ら
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
の
「
当
た
り
前
」
を
想
像
し
、
そ
れ
を
受
け
入

れ
る
こ
と
で
す
。
あ
る
一
部
の
人
の
「
当
た
り
前
」

だ
け
が
尊
重
さ
れ
た
ら
、
僕
も
困
り
ま
す
。
わ
が

ま
ま
と
か
自
分
勝
手
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
と
は

別
の
、
一
人
一
人
の
「
当
た
り
前
」
が
理
解
さ
れ

大
切
に
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
助
け
合
う
こ
と
で
す
。
自
分
に

で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
り
、
さ
ら
に
、
誰
か
の

た
め
に
自
分
の
力
が
役
に
立
て
ら
れ
そ
う
な
と
き

は
、す
ぐ
に
寄
り
添
っ
て
手
伝
う
こ
と
で
す
。
僕
も
、

今
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

誰
に
も
助
け
て
も
ら
わ
な
い
日
は
た
ぶ
ん
あ
り
ま

せ
ん
。
助
け
た
り
助
け
て
も
ら
っ
た
り
、
温
か
い

気
持
ち
で
皆
が
つ
な
が
っ
て
い
け
た
ら
、
誰
に
と

っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

一
人
一
人
の
「
当
た
り
前
」
は
皆
違
い
ま
す
。

け
れ
ど
、
そ
れ
を

理
解
し
助
け
合
っ

て
生
き
て
い
く
こ

と
が
、
僕
た
ち
に

共
通
す
る
「
当
た

り
前
」
に
な
っ
た

ら
す
て
き
で
す
。

僕
は
、
両
方
の

「
当
た
り
前
」
を

大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

中
学
生
の
部

こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
４
作
品
の
ほ
か
、
優
秀
賞
14
作

品
を
掲
載
し
た
作
品
集
「
青
空
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

市
内
小
・
中
学
校
を
は
じ
め
、
図
書
館
、
地
区
公
民

館
等
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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地
元
住
民
の
た
め
に
空
き
施
設
を

活
用
し
た
い
と
旧
若
宮
保
育
園
を
、

若
宮
合
同
公
民
館
と
し
て
改
修
。
今

年
１
月
か
ら
若
宮
上
町
町
会
が
毎
週

水
・
木
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら
午
後

3
時
30
分
ま
で
1
日
100
円
で
コ
ー

ヒ
ー
や
紅
茶
を
飲
み
な
が
ら
団
ら
ん

で
き
る
サ
ロ
ン
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
別
の
部

屋
で
は
介
護
予
防

と
し
て
、
水
曜
の

午
後
に
佐
野
市
ハ

ツ
ラ
ツ
元
気
体

操
、
木
曜
の
午
前

に
卓
球
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
町
内
の
有
志
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
運
営
に
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
利
用
者
と
し
て
も
一
緒
に

活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
特
技
を
生
か
し
て
テ
ー

ブ
ル
に
花
を
活
け
た
り
、
4
月
の
お

花
見
会
で
は
、
お
抹
茶
、
赤
飯
、
き

ん
ぴ
ら
、
ネ
ギ
ぬ

た
な
ど
の
得
意
料

理
を
披
露
し
た
り

楽
し
く
交
流
し
て

い
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、

い
つ
で
も
利
用
で

き
る
よ
う
毎
日
開

催
し
た
い
と
、
若

宮
下
町
町
会
に
も

開
催
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

旧
保
育
園
を
憩
い
の
場
に

『
若
宮
サ
ロ
ン

       

ひ
な
た
ぼ
っ
こ
』

福
祉
車
両
を
貸
し
出
し
ま
す
！

　

高
齢
や
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
車
い
す

を
利
用
し
な
け
れ
ば
外
出
が
困
難
な
方

を
対
象
に
、
通
院
や
施
設
等
へ
の
送
迎
、

家
族
旅
行
な
ど
に
、
車
い
す
に
乗
っ
た

ま
ま
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
降
り
が
出
来
る

福
祉
車
両
を
貸
し
出
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

▼
福
祉
車
両

　

ラ
ク
テ
ィ
ス
１
３
０
０
㏄

▼
利
用
料

　

無
料
（
燃
料
費
は
実
費
負
担
）

▼
運
転
者

　

利
用
者
の
家
族
ま
た
は
親
族
等

▼
申
込
・
問
合
せ

　

 

佐
野
本
所

　

佐
野
市
大
橋
町
３
２
１
２―

２
７

　
　
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

☎（
22
）８
１
２
６

　

 

田
沼
支
所

　

佐
野
市
戸
奈
良
町
１―

１

　
　
（
田
沼
中
央
公
民
館
内
）

�

☎（
61
）１
１
３
９

※
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。【 福祉車両そよかぜ号 】

佐野本所と
田沼支所の

２ヵ所で福祉車両を
貸し出ししています。

お知らせ

第３次佐野市地域福祉活動計画を策定しました。
基本理念「みんなが集い ふれあい 支えあうまちづくり」 

基本目標１ 健やかで元気に暮らせるまちづくり
１　福祉意識の向上
２　ボランティア活動の促進
３　地域福祉活動の支援

快適により安全で安心して暮らせるまちづくり
１　生活支援の充実
２　福祉サービスの提供

基本目標３ 市民参加による自立したまちづくり
１　地域共生による福祉活動の推進
２　地域包括ケアシステムの構築
３　情報の提供

基本目標４ 市社会福祉協議会の体制づくり
１　地域福祉推進に向けた基盤の強化

　本計画は、地域福祉の一
層の充実を図ることを目的
に、佐野市と協働し、市で
定める第３期佐野市地域福
祉計画と一体的に策定しま
した。内容は、佐野市社協
ホームページにてご覧にな
れます。
（URL：
https://www.sanoshakyo.or.jp/）

  計画期間 
2019年度～2023年度 

   程よい距離の「 緩やかなつながり」を築く
推進テーマ

基本目標２
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○
災
害
に
備
え
て
備
蓄
品
の
準
備
を
！

　大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、支
援
物
資
が
す

ぐ
届
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。災
害
発
生
後
の
数

日
間
、自
足
出
来
る
様
、備
蓄
品
の
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
チ
ェッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
料
品

飲
料
水

給
水
用
ポ
リ
タ
ン
ク

卓
上
コ
ン
ロ
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

ウ
ェッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど

ラ
ッ
プ
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
、
新
聞
紙

簡
易
食
器

簡
易
ト
イ
レ

ビ
ニ
ー
ル
袋

ロ
ー
プ

工
具
類

ほ
う
き
、
ち
り
と
り

ラ
ン
タ
ン
、
懐
中
電
灯

長
靴

マ
ス
ク
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

備
蓄
品
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

防
災・減
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
情
報

（
７
〜
10
日
分
）
レ
ト
ル
ト
食
品
、
缶
詰
、

ア
ル
フ
ァ
米
な
ど

（
バ
ー
ル
、ス
コッ
プ
、の
こ
ぎ
り
、車
の
ジ
ャッ
キ
な
ど
）

（
３
ℓ×

７
日×

人
数
）

（
紙
皿
、
紙
コッ
プ
、
割
り
箸
な
ど
）

運動期間　10月1日～12月31日

戸別募金
法人募金
学校募金
職域募金
その他

世帯
法人・企業・商店
小学校・中学校・高校・短大
金融機関・市役所など
街頭募金・イベント・募金箱など

6,169,342円
2,565,235円
391,132円
649,443円
295,367円

募　金　内　訳

１０,０７０,５１９円 皆様からたくさんの善意
をいただきました。ご協力
ありがとうございました。

フ ァ ミ サ ポ 会 員 募 集 中 ！ 子 育 て 応 援 し ま す ！

～講習会・交流会のお知らせ～

期　　日　　　　　　  時　　間   内　　容                講　　師
   ６月１２日（水）
   ７月２４日（水）
   ８月２１日（水）
   ９月１８日（水）
１１月１３日（水）
   １月１５日（水）

午前１０時～１１時
午前１０時～１１時
午前　９時～１２時
午前１０時～１１時
午前１０時～１１時
午前１０時～１１時

すくすく育つ食育セミナー
楽しいリズム遊び
※普通救命講習Ⅲ（小児・乳児に対する応急手当）
子どもの心の発達とその問題についてⅢ
感染症の予防について
弾き語りとオカリナの調べ

よつ葉生活協同組合
山田リズム体操クラブ
佐野市消防本部職員
佐藤  俊夫さん
東京サラヤ（株）
ユニット　ウィンズ

会員以外の方でもどなたでも参加できます。（※は会員対象）
興味をお持ちの方は是非ご参加下さい。
　 　会   場：佐野市総合福祉センター  ２階会議室            
　 　連絡先：ファミリー・サポート・センターさの
　       　　   ☎（22）0115　　

　ファミリ－・サポート・センタ－は、地域で子育ての支援をするために、育児の援助を受けたい人（おねがい
会員）と育児の援助を行いたい人（まかせて会員）が会員登録をして、相互援助活動を行う組織です。
　入会ご希望の方は、お気軽に事務局までご連絡下さい。お待ちしています。
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̶ 超高齢社会も怖くない ̶

１．期日及び内容

２．会　場 佐野市総合福祉センター  ２階会議室
３．時　間 午後１時３０分～２時３０分 
４．定　員 各回３０人（申込順） 

　住みなれたまちで安心して暮らし続けていくために、介護に関するミニ知識と簡単にできる
体操などを次のとおり開催します。どなたでも受講できます。お気軽にご参加ください。

５．申込方法 開催日の３日前（土日祝日除く）までに
 地域包括支援センターさの社協　
　　　　　　　☎（２２）８１２９へお申し込みください。 

１． ミニ知識や介護予防体操 2． 茶話会及び高齢者相談会
お茶を飲みながら
“気軽におしゃべり”
“質問”“相談”
※１回の受講でも
　参加できます。

期日

７月  ９日（火）

８月２０日（火）

９月１０日（火）

～お茶を飲みながら、おしゃべり～
茶　話　会

～みんなで楽しく、エンジョイ！～
輪　投　げ

～互いを理解し、支え合えるために～
認知症サポーター養成講座

5月１４日（火）

６月１１日（火）

かみかみ百歳体操

～この夏も注意！～
熱中症対策

オカリナとともに
楽しく歌おう

～食べる時にむせませんか～
飲み込み（嚥下）について

えん     げ

♥皆様のご参加お待ちしております♥

5月の行事5月の行事 6月の行事6月の行事 7月の行事7月の行事
田之入老人福祉センター

☎（２２）３９９１
遠原の里福祉センター
       ☎（６５）７０７１
茂呂山老人福祉センター

☎（２４）５５００
田沼老人福祉センター
       ☎（６１）１１３９
葛生あくと福祉センター

☎（８６）４７１４

5月15日（水）
介護予防教室

5月１５日（水）
第6回茂呂山杯将棋大会

5月１４日（火）
交通安全講習会

5月9日(木)健康講座
5月23日(木)フラダンス

5月28日（火）
カラオケ発表会

6月１５日（土）
県民の日イベント

6月１５日（土）
県民の日カラオケ発表会

6月１５日（土）
県民の日カラオケ発表会

6月１３日(木)カラオケ発表会
6月27日(木)陶芸教室

6月14日（金）健康体操
6月15日（土）県民の日イベント

7月28日（日）
カラオケ発表会

7月10日（水）
ヤクルト健康講話

7月１８日（木）
健康体操

7月１１日(木) 
五家英子とよさこい踊り

7月25日（木）
元気はつらつ講座

施　設　名

福祉センター行事一覧コーナー★★ ★★福祉センター行事一覧コーナー

5月・6月・7月の巡回バス
運行予定はつぎのとおりです

南巡回コース
（水曜日）

施 設 名

田之入老人福祉センター
☎（２２）３９９１

茂呂山老人福祉センター
☎（２４）５５００

15日
２９日
 8 日
22 日

１６日
３０日
 9 日
23 日

１８日

11 日
25 日

東巡回コース
（木曜日）

西巡回コース
（土曜日）

南巡回コース
（水曜日）
5 日
19日
１２日
２６日

東巡回コース
（木曜日）
6 日
20日
１３日
２７日

西巡回コース
（土曜日）
 1日・15日
29日
８ 日
２２日

5月5月
南巡回コース
（水曜日）

10日
24日

東巡回コース
（木曜日）
 ４ 日
１８日
11日
25日

13日
27日

西巡回コース
（土曜日）
６ 日
２０日

7月7月6月6月
★ ★ 高齢者福祉センター巡回バスについて

《各コース停留所及び時刻表についてはホームページをご覧下さい。》

 ３日・１７日
３１日
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日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

 
（
あ
す
て
ら
す
さ
の
）紹
介

　

高
齢
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
日
常

的
な
金
銭
管
理
な
ど
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

◉
日
常
的
な
金
銭
管
理

　

・�

預
金
の
入
金
や
払
い
戻
し
、
医
療

費
、
公
共
料
金
な
ど
の
支
払
い

の
代
行

◉
大
切
な
書
類
の
保
管

　

・
預
金
通
帳
や
年
金
証
書
、
印
鑑
等�

　
　

の
保
管
な
ど

◉
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

　

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供

※‌‌

な
お
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

　
契
約
を
結
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

★
利
用
料

▼
問
合
せ

　

と
ち
ぎ
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

　
「
あ
す
て
ら
す　

さ
の
」

　

佐
野
市
大
橋
町
３
２
１
２

−

２
７

���（
佐
野
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

����

☎（
21
）５
３
３
０�

　

佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平

成
30
年
4
月
か
ら
法
人
後
見
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

◉
法
人
後
見
と
は
？

家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
基
づ
き
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
法
人
と
し
て
成
年

後
見
人
等
（
補
助
人
・
保
佐
人
・
後

見
人
）
に
な
っ
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

◉
支
援
内
容

　
★
財
産
管
理

本
人
の
預
貯
金
や
日
常
生
活
費
の

管
理
、
権
利
書
や
通
帳
の
保
管
、

不
動
産
な
ど
財
産
に
関
す
る
管
理

を
行
い
ま
す
。

　

★
身
上
監
護

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
や

医
療
・
福
祉
施
設
へ
の
入
退
所
の
手

続
き
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
医
療
行
為
へ
の
同
意
や
身
元
保

証
人
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
ご
相
談
も

お
受
け
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
電
話
や
メ
ー
ル
に
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

��　

生
活
支
援
係
☎
（
22
）
８
１
２
６

　
　
　

seikatsu@
sanoshakyo.or.jp

　

佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市

か
ら
委
託
を
受
け
、「
相
談
支
援
事
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
相
談
支
援
と
は
？

「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ
と
」「
お

金
の
こ
と
」「
将
来
の
こ
と
」
な
ど・・・

生
活
の
困
り
ご
と
や
悩
み
に
つ
い
て

相
談
支
援
員
が
お
話
を
伺
い
、
解
決

す
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

◉
支
援
に
つ
い
て

　【
対
象
と
な
る
方
】

①
佐
野
市
内
に
お

　

住
い
の
方

②
様
々
な
理
由
で

　

経
済
的
に
お
困

　

り
の
方

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
方

【
支
援
内
容
】

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
の
紹
介
や
同
行
支
援
等
を
行

い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
に
来
る
こ
と
が
出

来
な
い
場
合
は
、
訪
問
し
ご
相
談
を

お
受
け
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

ま
ず
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
に
て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

��

生
活
支
援
係
☎
（
22
）
８
１
１
３

　
　

seikatsu@
sanoshakyo.or.jp

③
書
類
等
の
預
か
り

①
相
談
か
ら
契
約
ま
で

月
額
５
０
０
円

１
回

（
お
お
む
ね
１
時
間
）

１
，０
０
０
円

無　

料

心配ごと相談心配ごと相談 弁護士による無料相談（予約制）弁護士による無料相談（予約制）

予約申込
会　場 田沼中央公民館

開催日
時　間 午後1時30分～3時30分

○常設相談 月～金 午前8時30分～午後5時
　各窓口で常時実施しています。

佐野本所
 佐野市大橋町3212-27
　 佐野市総合福祉センター内
　☎（22）8126
 佐野市戸奈良町1-1
　田沼中央公民館内
   ☎（61）1139
 佐野市あくと町3084
　葛生あくと保健センター内
　☎（86）2940  

田沼支所

葛生支所

☎（61）1139 
 5月7日（火）6月4日（火）7月2日（火）

田沼支所 

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
援
助
や
日
常

的
な
金
銭
管
理

法
人
後
見
事
業
を

　行
っ
て
い
ま
す
！

法
人
後
見
事
業
を

　行
っ
て
い
ま
す
！

法
人
後
見
事
業
を

　行
っ
て
い
ま
す
！

法
人
後
見
事
業
を

　行
っ
て
い
ま
す
！

法
人
後
見
事
業
を

　行
っ
て
い
ま
す
！

法
人
後
見
事
業
を

　行
っ
て
い
ま
す
！

生
活
困
窮
者

自
立
相
談
支
援
事
業

生
活
困
窮
者

自
立
相
談
支
援
事
業

生
活
困
窮
者

自
立
相
談
支
援
事
業

生
活
困
窮
者

自
立
相
談
支
援
事
業

生
活
困
窮
者

自
立
相
談
支
援
事
業

生
活
困
窮
者

自
立
相
談
支
援
事
業
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「体験会」
５月17日(金)
午前10時～11時30分

「初級コース」
６月７日～９月27日まで
(７月12日、８月16日を除く毎週金曜日、全15回)
午前10時～正午

日　時

無料(但しテキスト代自己負担756円税込）無料(但しテキスト代自己負担756円税込）費　用

直接または電話で、地域福祉推進係
☎（22）８１３６へ
直接または電話で、地域福祉推進係
☎（22）８１３６へ

申　込

先着２０人先着２０人定　員

佐野市総合福祉センター佐野市総合福祉センター会　場

初めて点訳を学ぶ方初めて点訳を学ぶ方対　象

点訳を学び、福祉活動への理解を深め、点訳ボランテイアを養成する講座です。

点 字 講 習 会 受 講 者 募 集

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　
　
　
　
佐
野
市

２
０
１
9

　

佐
野
市
社
会

福
祉
協
議
会
で

は
、
２
０
１
９

佐
野
市
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
参
加
者

を
次
の
予
定
で

募
集
い
た
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
下
さ
い
。

●
募
集
対
象

　

・‌‌

市
内
で
非
営
利
活
動
を
し
て
い
る
団
体

及
び
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
個
人

●
参
加
内
容

　

・
ス
テ
ー
ジ
な
ど
で
の
発
表

　

・
福
祉
体
験
や
団
体
の
活
動
紹
介

　

・
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
参
加
な
ど

●
開
催
日

　
　

10
月
27
日
（
日
）
予
定

●
開
催
場
所

　
　

��

佐
野
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び

　
　

そ
の
周
辺
（
佐
野
市
大
橋
町
）
予
定

●
募
集
締
切
日

　
　

6
月
20
日
（
木
）

●
詳
し
く
は
、
お
電
話
又
は
窓
口
ま
で
お‌

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
福
祉
推
進
係　

☎（
22
）８
１
３
６

　

2018フェスティバルの様子

社会福祉法人 佐野市社会福祉協議会社会福祉法人 佐野市社会福祉協議会
職員採用試験のお知らせ職員採用試験のお知らせ
地域福祉の推進に意欲と熱意のある方を募集します。

●試験日・会場
　【第１次試験】　６月23日（日）
　≪適性検査・教養試験≫ 佐野市総合福祉センター（大橋町）
 で行います。詳しくは、職員採用試験案内をご覧ください。
　【第２次試験】　７月17日（水）
　≪小論文、口述試験≫詳しくは、第１次試験合格者に文書
    で通知します。
●試験案内・受験申込書配布場所
　

●申込・問合せ

●採用の時期　令和元年９月１日採用予定

佐野本所（佐野市総合福祉センター）、田沼支所（田沼中央
公民館内）、葛生支所（葛生あくと保健センター内）
※本会ホームページ（https://www.sanoshakyo.or.jp/）
　からダウンロードできます。

５月７日（火）～６月７日（金）午前８時３０分～午後５時
１５分（土曜日、日曜日、祝日は除きます）直接、総務
福祉課総務係へお持ちいただくか、郵送で「社協職員
受験申込」と朱記し、簡易書留等確実な方法でお送り
ください。６月７日（金）までの消印のあるものに限ります。

〒３２７－０００３　佐野市大橋町３２１２番地２７
佐野市総合福祉センター内
社会福祉法人　佐野市社会福祉協議会
総務福祉課総務係　☎（２２）８１００

一　　　般
若干名

地域福祉
推進事業を
主とした
事務全般に
従事します

・昭和５４年４月２日以降に生まれた方で、普通自動車免許を有
　する方

社会福祉士 ・昭和５４年４月２日以降に生まれた方で、社会福祉士の資格を
　有し、普通自動車免許を有する方

試験区分 受 験 資 格採用予定人員 業 務 内 容


